
Agilent Cary 60 UV-Vis 
分光光度計と光ファイバー
プローブによる 
ラボの機能の強化
ラボの運用を改善



光ファイバープローブによるリモート分析機能
Agilent Cary 60 UV-Vis 分光光度計を光ファイバープローブと組み合わせること
により、従来のメソッドでは不可能だった測定の可能性を引き出すことができます。
このような光ファイバープローブを使用することにより、リモート分析および以下の
ように高度な測定が幅広く可能になります。 

 – 少量または高温/低温サンプルの測定

 – 換気フードやグローブボックスなどの管理された環境での測定

 – 反応容器など、サンプルの採取が困難な場所での測定

したがって、このリモート分析機能により、ラボの安全性と利便性が向上します。

ワークフロー効率の向上
光ファイバープローブに切り替えることにより、UV-Vis 分析のワークフローを大幅
に改善することができます。光ファイバープローブは、従来のキュベットとは異なり、
洗浄やクリーニングが非常に簡単です。さらに、プローブは、破損時の交換にコス
トがかかるキュベット（特に、石英/ガラス）とは異なり、非常に堅牢です。このこ
とは、より高速で効率的なプロセスにつながり、オペレータは、サンプル導入では
なく分析に集中することができます。

https://www.chem-agilent.com/contents.php?id=1001878%20


性能比較：光ファイバープローブとキュベット
この比較実験により、迅速かつ簡単な測定が可能な光ファイバープローブの高い信頼性が示されました。プローブ（光路長 1 cm）
を光ファイバーカップラを介して Cary 60 UV-Vis に接続し、試験管中で段階希釈した 5 種類のチモールブルー標準液の吸光度を
測定しました（n = 5）。 

実施した 2 つの実験

標準番号
濃度 
（g/L）

標準セルの吸光度
光ファイバープローブの 
吸光度

吸光度差

1 0.1 0.2462 0.2422 0.004

2 0.2 0.4894 0.4880 0.0014

3 0.3 0.7355 0.7397 -0.0042

4 0.4 0.9737 0.9743 -0.0006

5 0.5 1.2205 1.2253 -0.0048

即時測定でも同等の結果：2 つの設定間の測定値の差はわずかであり、最大の差は 0.0048 でした。 

表 1. 結果の比較

標準 1 cm キュベット 光ファイバープローブ

測光直線性：標準セルと光ファイバープローブは、ともに優れた直線性を示し、R² 値は 0.9999 でした。
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ラボの運用を改善
Agilent Cary 60 UV-Vis 分光光度計と光ファイバープローブを組み合わせることにより、サンプル測定へのシンプルなアプローチとリモート分析機能が
実現し、ワークフロー効率が向上します。ラボの運用を強化して、この強力な組み合わせの利点を実感してください。

光ファイバープローブを選択する理由
光ファイバープローブには、以下のようなさまざまな特長があります。 

 – 使いやすさ：プローブの操作は簡単で、測定に必要な時間と労力を削減できます。

 – 耐久性：プローブは、過酷なラボ条件にも耐えられるように、石英、PTFE、ステンレス、トーロンで製造されており、長期にわたる信頼性を保証して
います。

 – ラボ効率：プローブにより、分析時間が短縮され、生産性が向上します。

 – コスト削減：キュベットは必要ありません。 

 – 安全性の向上：危険な化学物質を取り扱う必要はありません。

 – リモート測定：どのような容器タイプでも、機器から最大数メートル離れて、サンプルを測定することができます。
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